
１．アンケート実施方法

　(１)依 頼 日 ：令和７年７月18日（金）発信・発送

　(２)依頼方法：メール、手紙　※複数回のリマインド含む

　(３)回答方法：インターネット回答（Google Forms）

　(４)回答期限：令和７年８月29日（金）まで

２．調査対象

　(1)令和４年度の学部卒業生：141名（9月卒業〔留学生〕、社会人学生、住所不明者を除く）

　(2)平成27年度の学部卒業生：105名（9月卒業〔留学生〕、社会人学生、住所不明者を除く）

３．回答数：22名（回答率：8.9％）※昨年度は、25名（9.3％）

　(1)令和４年度の学部卒業生：141名（9月卒業〔留学生〕、社会人学生、住所不明者を除く）

回答数 対象数 回答数 対象数 回答数 対象数 回答数 対象数

4 39 8 62 4 40 16 141

回答率 10.3% 回答率 12.9% 回答率 10.0% 回答率 11.3%

　(2)平成27年度の学部卒業生：105名（9月卒業〔留学生〕、社会人学生、住所不明者を除く）

回答数 対象数 回答数 対象数 回答数 対象数 回答数 対象数 回答数 対象数

2 36 2 31 0 20 2 18 6 105

回答率 5.6% 回答率 6.5% 回答率 0.0% 回答率 11.1% 回答率 5.7%

３．回答者属性

　(1)現在の状況

21 95.5%

1 4.5%

22 100.0%

　(２)現在の業種(就業中と回答した21名を対象)

8 38.1%

7 33.3%

3 14.3%

1 4.8%

1 4.8%

1 4.8%

21 100.0%

合計

項目 回答数

項目

機械・素材・食品科学 知能機械・情報通信 建築・都市学系 合計

機械制御システム 情報電子 環境科学 建築

機械制御システム 情報電子 環境科学 建築 合計

36 31 20 18 105
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機械・素材・食品科学 知能機械・情報通信 建築・都市学系 合計

39 62 40 141

回答数

就業中

進学

製造業

建設業

合　計

情報通信業

合　計

卸売・小売業

生活関連サービス
業、娯楽業

サービス業(他に分
類されないもの)

製造業

38%

建設業

33%

情報通信業

14%

卸売・小売業

5%

生活関連サービス

業、娯楽業

5%

サービス業(他に分類され

ないもの)

5%

就業中

95%

進学

5%
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　(３)現在の雇用形態(就業中と回答した21名を対象)

20 95.2%

1 4.8%

21 100.0%

　(４)転職経験(就業中と回答した21名を対象)

4 19.0%

17 81.0%

21 100.0%

以下、「本学の卒業認定・学位授与の方針(ディプロマ・ポリシー)の習得状況についての質問」

11 16.7%

11 16.7%

14 21.2%

14 21.2%

16 24.2%

66 100.0%

健康・スポーツ、人
文社会科学の諸問
題を学び、良き市民
となるために社会
で応用し得る基礎
能力

工学の基盤となる自
然科学系の能力、専門
分野および将来携わ
る技術分野の基礎と
なる英語力

複雑化する工学課
題に対応できる基
盤となる能力

技術者の社会での役
割を身につけ、現実を
踏まえて行動できる基
礎能力

工学分野での専門
知識・技術を修得
し、それらを応用し
得る能力

Ｑ１．本学の学位授与の方針(以下、「ディプロマ・ポリシー」という。)である下記の５つの能力の内、「在学中に身
についたと思うもの」３つ選択してください。

項目 回答数

項目 回答数

ある

なし

合　計

項目 回答数

正社員

無期派遣社員

合　計

合　計

健康・スポーツ、人文社会科学

の諸問題を学び、良き市民とな

るために社会で応用し得る基礎

能力

17%

工学の基盤となる

自然科学系の能

力、専門分野およ

び将来携わる技術

分野の基礎となる

英語力

17%

複雑化する工学課題に対

応できる基盤となる能力

21%

技術者の社会での役割を身に

つけ、現実を踏まえて行動で

きる基礎能力

21%

工学分野での専門

知識・技術を修得

し、それらを応用

し得る能力

24%

正社員

95%

無期派遣社員

5%

ある

19%

なし

81%
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7 10.6%

8 12.1%

15 22.7%

18 27.3%

18 27.3%

66 100.0%合　計

工学の基盤となる
自然科学系の能力、
専門分野および将
来携わる技術分野
の基礎となる英語
力

複雑化する工学課
題に対応できる基
盤となる能力

技術者の社会での
役割を身につけ、現
実を踏まえて行動
できる基礎能力

工学分野での専門
知識・技術を修得
し、それらを応用し
得る能力

Ｑ２．「ディプロマ・ポリシー」の下記の５つの能力の内、「就業(進学)後に身についたと思うもの」を３つ選択して
ください。

項目 合計

健康・スポーツ、人
文社会科学の諸問
題を学び、良き市民
となるために社会
で応用し得る基礎
能力

健康・スポーツ、人文社会科学の諸問題を学び、

良き市民となるために社会で応用し得る基礎能力

11%

工学の基盤となる自然科

学系の能力、専門分野お

よび将来携わる技術分野

の基礎となる英語力

12%

複雑化する工学課題に対応で

きる基盤となる能力

23%

技術者の社会での役割を身につ

け、現実を踏まえて行動できる

基礎能力…

工学分野での専門知識・技

術を修得し、それらを応用

し得る能力

27%
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以下、「本学が設定した将来仕事に携わる上で必要な人間力(NIIT人間力)の習得状況についての質問」

7 10.6%

9 13.6%

9 13.6%

13 19.7%

4 6.1%

5 7.6%

9 13.6%

4 6.1%

6 9.1%

66 100.0%

［コミュニケーション
力］トータルコミュニ
ケーション力（読み、
書き、対話するこ
と）

合　計

［創造力］既成概念
にとらわれない発想

［創造力］課題を発
見し、新しい解決方
法を考える力

［コミュニケーション
力］傾聴力（相手の
話を聞くことができ
る）

［コミュニケーション
力］理解判断力（相
手の話を理解し、判
断できる）

［コミュニケーション
力］情報活用力（パ
ソコンやインター
ネットを活用するこ
とができる）

［コミュニケーション
力］説得力（説明ス
キルと知識をもつこ
と）

Q３．本学の「ＮＩＩＴ人間力」である下記の９つの能力の内、「在学中に身についたと思うもの」を３つ選択してく
ださい。

項目 合計

［挑戦力］高い目標
に向かってチャレン
ジする行動力

［挑戦力］失敗を恐
れず、トライ＆エ
ラーの積み重ねと
努力の精神

［挑戦力］高い目標に向かっ

てチャレンジする行動力

10%

［挑戦力］失敗を恐れ

ず、トライ＆エラーの積

み重ねと努力の精神

14%

［創造力］既成概念

にとらわれない発想

14%
［創造力］課題を発見

し、新しい解決方法を

考える力

20%

［コミュニケーション

力］傾聴力（相手の話を

聞くことができる）

6%

［コミュニケーショ

ン力］理解判断力

（相手の話を理解

し、判断できる）

7%

［コミュニケーション

力］情報活用力（パソ

コンやインターネット

を活用することができ

る）

14%

［コミュニケーション力］

説得力（説明スキルと知識

をもつこと）

6%

［コミュニケーション力］トー

タルコミュニケーション力（読

み、書き、対話すること）

9%
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4 6.1%

8 12.1%

3 4.5%

5 7.6%

9 13.6%

11 16.7%

8 12.1%

9 13.6%

9 13.6%

66 100.0%

［コミュニケーション
力］情報活用力（パ
ソコンやインター
ネットを活用するこ
とができる）

［コミュニケーション
力］説得力（説明ス
キルと知識をもつこ

と）

［コミュニケーション
力］トータルコミュニ
ケーション力（読み、
書き、対話するこ

と）

合　計

≪Q１～４の上記の本学が定める「ディプロマ・ポリシー」や「ＮＩＩＴ人間力」以外で、必要と思う能力がありまし
たらご記入ください。

・根回し等の主張が異なる人間を同じ方向に向かせる能力

［挑戦力］高い目標
に向かってチャレン
ジする行動力

［挑戦力］失敗を恐
れず、トライ＆エ
ラーの積み重ねと
努力の精神

［創造力］既成概念
にとらわれない発想

［創造力］課題を発
見し、新しい解決方
法を考える力

［コミュニケーション
力］傾聴力（相手の
話を聞くことができ

る）

［コミュニケーション
力］理解判断力（相
手の話を理解し、判

断できる）

Ｑ４．本学の「ＮＩＩＴ人間力」である下記の９つの能力の内、「就業(進学)後に身についたと思うもの」を３つ選択
してください。

項目 合計

［挑戦力］高い目標に

向かってチャレンジす

る行動力

6%

［挑戦力］失敗を恐れ

ず、トライ＆エラーの

積み重ねと努力の精神

12%

［創造力］既成

概念にとらわれ

ない発想

4%

［創造力］課題を発

見し、新しい解決方

法を考える力

7%

［コミュニケーション

力］傾聴力（相手の話を

聞くことができる）

14%

［コミュニケーション力］

理解判断力（相手の話を理

解し、判断できる）

17%

［コミュニケーション力］

情報活用力（パソコンやイ

ンターネットを活用するこ

とができる）

12%

［コミュニケー

ション力］説得力

（説明スキルと知

識をもつこと）

14%

［コミュニケーション力］

トータルコミュニケーショ

ン力（読み、書き、対話す

ること）

14%
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以下、「在学中の就職支援環境等についての質問」

12 18.2%

4 6.1%

10 15.2%

3 4.5%

5 7.6%

5 7.6%

0 0.0%

5 7.6%

3 4.5%

4 6.1%

3 4.5%

4 6.1%

2 3.0%

3 4.5%

3 4.5%

66 100.0%

3 13.6%

1 4.5%

13 59.1%

4 18.2%

1 4.5%

22 100.0%

以上

筆記試験・適性検査
対策講座

企業見学

無回答

合　計

Ｑ６．企業を知る機会として「役立ったと思うもの」を1つ選択してください。

項目 合計

オンキャンパス企業
説明会

学内合同会社説明
会

学内個別会社説明
会

面接対策講座

模擬面接

卒業生との懇談会・
情報交換会

個別就職相談

合　計

業界研究講座

自己分析講座

自己PR講座

志望動機講座

履歴書作成講座

マナー講座

Ｑ５．在学中に受けた就職支援(講座)で「役立ったと思うもの」を３つ選択してください。

項目 合計

就活の進め方講座

就活サイト活用講座

インターンシップ講
座

無回答

就活の進め方講座

18%

就活サイト

活用講座

6%

インターン

シップ講座

15%

業界研究講座

4%

自己分析講座

8%

自己PR講座

8%

履歴書作成講座

8%

マナー講座

4%

面接対

策講座

6%

模擬面接

4%

卒業生との懇談

会・情報交換会

6%

個別就職相談

3%
筆記試験・適性検査

対策講座

5%

無回答

5%

オンキャンパス企業説明会

14%

学内合同会社

説明会

4%

学内個別会社説明会

59%

企業見学

18%

無回答

5%
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